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春
季
例
大
祭
の
ご
案
内

宮
司　

田　

村　

泰　

教

「
こ
う
い
う
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
春
祭
の
神
事
だ

け
は
し
っ
か
り
行
い
た
い
」
兼
務
す
る
神
社
の
役
員

と
意
見
が
合
致
し
、
改
め
て
祭
祀
の
重
要
性
を
思
う

春
。
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
恐
怖
に
震

え
て
い
る
。
▽
東
京
五
輪
を
始
め
と
す
る
大
規
模
イ

ベ
ン
ト
は
も
と
よ
り
、
身
近
な
集
ま
り
や
催
し
ま
で

縮
小
・
延
期
・
中
止
。
海
外
で
は
王
室
や
政
治
家
に

も
感
染
が
及
び
、
日
本
で
も
志
村
け
ん
さ
ん
の
訃
報

に
衝
撃
が
走
っ
た
。
▽
そ
し
て
、
つ
い
に
首
都
圏
な

ど
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
。
感
染
の
拡
大
防
止
に

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
他
国
の

よ
う
に
都
市
を
封
鎖
で
き
る
よ
う
な
強
制
力
は
な
く
、

厳
し
い
罰
則
も
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
肝
要
な
の
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
自
制
心
、
そ
し
て
責

任
あ
る
行
動
。
▽
厳
し
い
現
実
を
直
視
し
「
自
分
だ

け
は
大
丈
夫
」「
若
い
か
ら
平
気
」
と
い
っ
た
甘
い
妄

想
を
捨
て
て
、
沈
静
化
ま
で
行
動
を
控
え
る
。
そ
し

て
周
囲
へ
迷
惑
を
掛
け
な
い
心
配
り
。
成
熟
し
た
国

の
一
員
た
る
我
々
の
人
間
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
▽

手
洗
い
や
う
が
い
・
マ
ス
ク
の
着
用
、
ま
た
咳
を
す

る
際
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
は
、
比
較
的
日
本
人
に
は
馴

染
み
の
あ
る
行
為
。
地
道
な
自
衛
手
段
の
繰
り
返
し

と
、
拡
散
防
止
へ
の
弛
ま
ぬ
取
組
み
の
そ
の
先
に
、

必
ず
平
穏
な
日
常
が
戻
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
、
日
々

神
々
に
祈
っ
て
い
る
。

田植えの頃の太平山
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東
京
の
國

學
院
大
學
を

卒
業
し
て
太

平
山
三
吉
神

社
に
奉
職
し

て
か
ら
十
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
長
い
よ

う
で
あ
っ
と
い
う
間
の
十
年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
元
々
社
家
の
生
ま
れ
で
も
身
内

が
特
別
神
社
に
詳
し
い
と
い
う
訳
で
も

無
く
、
一
般
家
庭
で
育
ち
ま
し
た
。
自

分
か
ら
山
岳
信
仰
に
興
味
を
持
っ
て
大

学
で
一
通
り
の
専
門
知
識
は
学
ん
だ
も

の
の
、
神
社
界
や
神
職
に
つ
い
て
の
実

情
に
十
分
理
解
が
及
ば
な
い
ま
ま
飛
び

込
み
、
今
に
な
っ
て
振
り
返
る
と
少
々

無
謀
だ
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
一
般

家
庭
出
身
の
先
輩
方
の
そ
の
後
の
話
も

大
学
で
聞
き
及
ん
で
は
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
神
明
奉
仕
を
続
け

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

気
候
風
土
は
地
元
山
形
県
と
似
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
い
と
は
い
え
、
見
ず
知

ら
ず
の
土
地
に
来
て
神
職
と
し
て
も
社

会
人
と
し
て
も
未
熟
な
中
で
秋
田
の

方
々
に
は
大
変
親
身
に
し
て
頂
き
、
太

平
山
奥
宮
で
の
奉
仕
、
梵
天
祭
を
は
じ

め
数
々
の
神
事
、
年
末
年
始
の
諸
準
備

等
、
一
年
目
は
無
我
夢
中
で
し
た
が
何

と
か
少
し
ず
つ
経
験
を
積
ま
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
特
に
先
輩
方
に
は
時
に
厳
し

く
時
に
優
し
く
指
導
し
て
頂
き
、
入
社

し
た
頃
に
比
べ
れ
ば
少
し
は
成
長
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
地
元
の
出
羽
三
山
に
奉

職
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
物

心
つ
く
頃
か
ら
月
山
に
登
り
、
毎
年
大

晦
日
に
は
雪
に
覆
わ
れ
た
石
段
を
登
っ

て
羽
黒
山
に
初
詣
を
し
た
馴
染
み
深
い

お
山
で
す
。
で
す
が
、
地
元
と
は
い
え

知
ら
な
い
事
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
今
で

は
も
し
か
し
た
ら
秋
田
市
内
の
方
が
家

も
道
路
も
人
も
詳
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
神
社
の
事
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

事
も
覚
え
る
事
が
多
く
て
大
変
で
す
。

　

然
し
な
が
ら
、
地
元
を
離
れ
て
生
活

し
た
事
で
地
元
の
魅
力
を
よ
り
実
感
致

し
ま
し
た
。
よ
く
「
離
れ
て
み
て
改
め

て
そ
の
良
さ
が
分
か
る
」
と
は
聞
き
ま

す
が
、
ず
っ
と
地
元
で
暮
ら
す
だ
け
で

は
当
た
り
前
す
ぎ
て
興
味
を
持
た
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
事
に
も
目
が
向
く
様

に
な
り
ま
し
た
。
秋
田
の
人
の
方
が
逆

に
詳
し
か
っ
た
事
も
あ
り
、
自
分
は
地

元
の
事
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
と
痛
感

し
て
勉
強
す
る
様
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ま
た
十
年
間
で
の
貴
重
な
財
産

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
秋
田
で
培
っ
た

経
験
を
糧
に
地
元
の
為
に
自
分
が
出
来

る
事
を
生
か
し
て
一
層
神
明
奉
仕
に
励

ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
一
山
形
県
民

と
し
て
地
域
の
発
展
に
協
力
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

太
平
山
三
吉
神
社
職
員
の
皆
様
、
ま

た
地
元
や
遠
方
の
多
く
の
ご
関
係
の
皆

様
に
は
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

十
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

言
挙
げ
�

秋
田
で
の
十
年

原　

田　

憲　

幸

（
前
職
員
）　

10年前の春里宮境内にて

太平山の夕日と雲海

人
　
事

（
退
職
）
権
禰
宜　

原　

田　

憲　

幸

　

鶴
岡
市
鎮
座　

出
羽
三
山
神
社
へ
転
任

（
退
職
）
権
禰
宜　

平　

賀　

万　

唯

　

三
種
町
鎮
座　

神
明
社
本
務
禰
宜
へ
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㈱ 秋 田 銀 行
㈱ Ｔ Ｔ Ｋ 秋 田 支 社

（ 社 ） 秋　 田　 育　 明　 会
広 面 地 区 体 育 協 会
広 面 商 工 振 興 会
赤 沼 町 内 会
田 中 梵 天 保 存 会
広 面 町 内 会
濁 川 梵 天 有 志 会
櫻 有 志
泉 梵 天 奉 納 会
蛇 野・ 西 町・ 大 沢 町 内 会
蛇 野 町 内 会
ＮＴＴ東日本秋田グループ
東日本旅客鉄道㈱秋田保線技術センター
下 北 手 振 興 会
東 部 瓦 斯 ㈱ 秋 田 支 社
㈱ 石 川 建 設

（社）新成会老人保健施設友愛の郷
特別老人ホーム新成園

社会福祉法人こばと保育園

こ ば と 学 童 保 育 ク ラ ブ
水 口 町 内 有 志
ボーイスカウト秋田第 33 団
梶 ノ 目 町 内 会
赤 沼 子 供 会
柳 田 子 供 会
谷 内 佐 渡 若 葉 子 供 会
大 巻 子 供 会
神 武 館 三 吉 道 場
広 面 町 内 子 供 梵 天
あ さ ひ か わ こ ど も 園
ファミリーマート秋田広面北店
蛇 野 若 竹 子 供 会
㈲ 斎 藤 昭 一 商 店
ひ ろ お も て エ コ ク ラ ブ
レ ス リ ン グ 北 志 館 道 場
㈱ 北 都 銀 行
ユ ア テ ッ ク グ ル ー プ
㈱ ユ ア テ ッ ク 秋 田 支 社
東日本旅客鉄道㈱秋田支社秋田駅
学 校 法 人 伊 藤 学 園

（公財）秋田県総合保健事業団
秋田市立広面小学校３年部
柳 田 町 内 会
谷 内 佐 渡 町 内 会
原 田 利 正
三 吉 節 保 存 会
青少年育成秋田市民会議東部支部
奥 羽 住 宅 産 業 ㈱
向 山 有 志
空 手 忍 会 総 本 部
神 社 協 力 会
秋 田 韓 国 留 学 生 支 援 会

（ 学 ） 外 旭 川 幼 稚 園
外 旭 川 わ ん わ ん こ ど も 園
秋 田 信 用 金 庫

（ 農 ） 村 越 農 産
稲 梵 天 有 志
ね じ ま き 屋
秋 田 公 立 美 術 大 学

令和 2年三吉梵天祭奉納団体ご芳名（順不同・敬称略）
真心こもるご奉納に重ねて御礼申し上げます。

みよしスケッチ

　

例
年
に
な
く
、
多
く
の
方
に

ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
年
を
控
え
、
斎
竹
で
社
殿
・

境
内
を
祓
い
清
め
ま
し
た
。

師
走
大
祓
（
大
晦
日
）

煤
払
式
（
十
二
月
十
三
日
）

巫
女
説
明
会
（
十
二
月
二
十
二
日
）
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雪
の
な
い
三
ヶ
日
、
約
十
万
名
の

方
々
に
ご
参
拝
頂
き
ま
し
た
。

　

古
い
お
札
・
お
守
り
や
正
月
飾

り
な
ど
を
お
焚
き
上
げ
い
た
し
ま

し
た
。

みよしスケッチ

初
　
詣

ど
ん
と
祭
（
一
月
二
十
六
日
）

厄
年
祓
・
年
祝
い

梵
天
祭
反
省
会
（
一
月
三
十
一
日
）

新
年
初
祈
祷
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当
社
の
特
殊
神
事
三
吉
梵
天
祭
は
、
今
年
も
平
日
開
催

な
が
ら
、
六
十
一
団
体
様
よ
り
七
十
一
本
の
ご
奉
納
を
頂

き
、
盛
会
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
2
年
１
月
17
日
（
金
）

三
吉
梵
天
祭
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春
季
例
大
祭
の
ご
案
内

祭りの最高潮「けんか梵天！」13町内に祭りの最高潮「けんか梵天！」13町内に
よる激しい先陣争いが繰り広げられましたよる激しい先陣争いが繰り広げられました

　
令
和
二
年
春
季
例
大
祭
は
諸
般
の
事
情
を
勘
案
し
、

左
記
の
通
り
斎
行
い
た
し
ま
す
。

　
何
卒
ご
理
解
の
上
、
ご
参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。記

宵
　
宮
　
祭
　
五
月
七
日
（
木
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
五
月
八
日
（
金
）
午
前
十
一
時

◎
ご
参
列
の
方
は
、四
月
末
日
迄
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

※
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
本
年
は
県
外
か
ら
の
ご
参

列
は
遠
慮
願
い
ま
す
。

※
ご
参
列
の
方
は
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※
直
会
は
行
わ
ず
食
事

を
お
持
ち
帰
り
頂
き

ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
ご
祈
祷

も
受
付
い
た
し
ま
す
。

（
七
日
）
　
　

秋
田
舞

（
八
日
）
　
　

浦
安
の
舞

三吉梵天祭三吉梵天祭


